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恒例 .物性若手グルー プの ｢夏の学校｣ は8月 1日～7日の8日間 .長野
県野沢温泉で開かれたO参加者は大学院学生 184名 .会社 ･研究所関係 .
57名n参加者数の年 々の増加で .昨年 までの木崎湖では開催不能とな り･
今年は開催地が変更 されたものO
今年の全体講義は ｢フェ ル ミ面と物性｣ (物性研 ･阿部龍蔵 .東大僅 ･三
宅哲 ). ｢核磁気共鳴と磁性体｣ (物性研 ･守谷 亨 )のこっ ,ほかに半導体 .
多掻問題 ,イオン結晶 .磁性のサブ ･グ]t,- プが田かれた｡全体講義につい
ては .講義ノ- 卜が出版 される, (連絡先 ,東大歴 ･物理 ･久保研 ･鈴木増
雄C,予約金 ･各 1部 150円 )
なお .来年寛の準備校は早大に決ったO
強誘電体若手研究会
8月26日～50E],北大物理教室で ,全国の若手研究者 55名 .ほかに
講師として沢田正三 .松原武生 .三井利夫の三氏が参加 して開かれたn今年
は強誘電性の基礎 ,特に分子論的なaDPrOaChに重点をおい て.講演 ,勉強
会が行われた｡ 来年は5日間春直 .テー マをしぼって行われる予定 .来年
の責任者は通研 ･岩崎 裕O
基研短期研究会 ｢非線型現象と不安底睦｣
8月 12日～14日 .滋賀県堅田 ･東洋紡織維技研で開かれた｡問題 とな
ったのは ,Bi. CdSなどの伝導にあらわれた非線型現象 .不安底な プラズ
マの問題な ど ,研究会報告は太誌次号に拓哉 される｡
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ニ ユ - ス
新 ･物性小委員決 まる
旧物性小委員会委員の任期満了に ともない .9月は じめ100人委員 の手
によっ て改選が行われたが .その結果 ,つぎの25氏が新委員に決定した｡
飯 田修- (東大琴 )･伊藤贋書 (阪大理 )一植村春忠 (束大理 )
碓井恒丸 (基節 ).大磯義彦 (東大教養 ). 小野 周 (東大教養 )
岡田利弘 (九大理 ).久保亮五 (東大腰 ),小谷正雄 (東大選 )
近角聡信 (物性研 ).斉藤信彦 (早大理工 ).関集三 (阪大理 )
富田和久 (京大理 ).永宮健夫 (阪大基工 ).中嶋貞雄 (物性研 )
中山正敏 (東大教秦 ),広根徳太郎 (東北大金研 ),松原武生 (京大理 )
松平 升 (東大教養 ),宮原将平 (北大選 ),三宅 暫 (束大理 )
山下次郎 (物性研 );芳田 室 (物性研 )a
基研短期研究会10月の予定
｢二 次の相転移｣ (第二回 ) 10月 8日～10日
｢振動子系の力学過客｣ 10月 8日～ 9日
物性研共同利用施設専門委員会 (9月 15日)
短期研究会 :1. これか らの超電導 (･65年 11月上旬 5日間 ).2. 金､
属合金の内部磁場 (ー'65年11月25.26日 ), 5.Exciton研究会 ('64
年 1月20-25日 ).4.や ゝ複雑な磁性塩の問題 ('841年 1月又は2､月






ニ ユ ー ス
は共 同利用委 暮賂議会を通 じて受け入れる由｡その他 .物性餅の大学院問題
の現状報告があった,
人 の う こ き
-△永宮健夫氏 (阪大基工 )a Califor占ia大学 (Bafpkley)より8月
50日帰国されたE,
△垂月和子氏 (阪大選 )a Stanford大学 より8月50日帰国されたO
△垣藤敏彦氏 (阪大基工 ), 8月20日渡米 .8月126日-29日
Colgate大学 (New York州 )で開かれた超電導のco王1fereI】Ceに出
t一
席 .9月末帰国O








△三強 浩氏 (物性研 )0 9月28日渡英,約 1年間滞在して明年 10月
帰国 される予定｡
住所 とIarendon Laboratory.Ur'iversity ofOxf云rd
ParksRoad.oxford.EnglaI】d
'△中村 伝氏 (阪大理 ),. California大学 (Barkley)に滞在中であ
るが ∴10月20日頃帰国される予定｡
△菊地良一氏 (HughesResearchLab.)a 10月8日来 日,約1カ月間




△小口武彦氏 (東教大腰 ) Pittburgh大学 より9月帰国されたA




o守herrhai'CondLictiviLti i-n ヲupercond_uctors (R･E･Prange)〔Nk]




TheGor'､kov equationsare solved app_roximately-for
variousgeometries to obtain infor王T3ationabolユー thepair
wavefunction.-A' (Ⅹ), i甲 the vicinity of planebounda,汁
es. Theapproximationmeth.od consistsofasstming a
model△*m (Ⅹ)t坤en constaヮtWithin the superconductor･
and assuming_itto beclose to theco.rrect△兼,(Ⅹ). The
eqdationsare then solvedand anevI△*(Ⅹ)_iscalculated.
辛
△ m isthenchosen ina selトconsistent甲anner_ The
problemsconsidered are the finiteand semトiTlfinite
superconductingslabs･and semi -infinite superconducting
andnormalmetals in contact.Tileeffects~of thebolndary
conditionsarediscussed. The calculationsarepやrfor一
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med bothatzero temperatureand near the.▲critical
temPerature.
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プ Vプ Llン ト案 内
o DoseSystem ofHard Spheres (L.Li.i& K.W.Wong･)lNk]
A-generalized pseudopotential for hard sphere
interaction is obtained.which is valid forallangular
momentum states. Thispseudopotentialis.then used in
the evaluation ofboth theground stateenergy and the
excitation spectrum foradiluteBose system ofhard
spheres. The calculated grolnd state energy agreeswith
thatobta.ined by otherauthors三七he excitation spectrtm
obtained for 王iquid he王ium resemb王es thephonon-roton
spectrぴn introduced byLandau.




o Dynamic PolarizationbyThermalMixing betweenTwoSpin
systems (M.Goldman良 A.Landeshan)〔Tm〕
o Considerations on the池 gneticField Problem inSuper-
conductingThin Films (Y.Nambu良 San FuTuan)匝 弓





o statistical独 chanicsofHe5-He4 LiquiditAixtures
(a.Kikuchi,C.E.Hecht& P.a.Stein)〔Mt〕
opropagator･s forQuantl- Statistical朋echanics (R,Mills)
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o On theBoundStatesofTwoSpiriWaves in the誓eisenberg
Ferromagnet(M.Wort主S)〔Ks〕









〔誠 〔｡･･〕は穀稿いただいた研究室の略号 :Nk.物性研瑚 島研 ;Kb.東天理久保研-･-




85年 餐基節研究計率の一つ - ｢地球 と物性物崖｣ に関する ｢成人学校｣
の開催を9月に予定 し ,物性論グループ事務局を通 じて各サブ ･グ}L,-プあ
て御通知い-fcLましたが ,講師に予定していた方 々あ事情などのために .9
月開催は不可能 とな りましたO この ｢成人学校｣開催に期待を虫垂せ下 さっ
た方には御迷惑をおかけすることにな りますが ,開催毎期を延期いたしたい
と思いますO現在のところ 11月末に開催することを予定 して .あ らためて
準備をはじめ ておりますので ,世話人あて ,御意見や御希望をお寄せ下 さい
ますようお願いいたしますo また ,具榛的内容が決 り次第 :太誌誌上その他
で参加者 め公募をいたしますので .その際には多数御応募下 さいO
世話人 小 野 周 (東大教養 )
碓 井 恒 丸 (基 研 )
?
??





｢物 睦論研究｣が終刊 されてただちに ｢物陰研究｣ を創刊するにっいては ,
その刊行の趣旨なり哲学な りを述べる必要がありそうに思いますC,≡現在 ,-と
のタイプの雑誌は存在意義を失った . ｢物性論研究｣ 終刊 という事実がその
何 よりの証拠だという説があります{,たしかに . ｢物陰論研究｣創刊 の当時
-と比べ るならば ;研究者の数や構成や流動睦は大きく変っ ており ,このよう
なサーキユラ-の必要姓は凍ってきているか も知れ ません｡ しかし ,一方で
は共同利用研究所で主催 される研究会は相変 らず隆盛であり,その意義はま
す ます高 (評価 されています｡ そうであるならば ,限 られた場所で 事限 られ
た人員で行われる研究会の内容を報道 し .それを全国のすべ ての研究者の共
有物 とすること ,さらに進んでは研究会そのものを印刷によって拡大 し ,チ
べての研究者が討論に参加できるようにすることも大緋1-ことであると思わ




ようと考えていますO さしあたり基研におかれる編集部のほかに .適 当な地
方ブロックもしくは研究カ レー プごとに 編集銘刀著を委嘱 して,情報収集を迅速
確実にしたいと思いますO何よ りも ,全国の研究者の支持と御賂力をお願い
する次第です,
内容 IVCっ い て




編 集 後 記
下 さい,
(1) 研究論文 : 太誌を完成 した論 文の発表機関としてではなく,研究途上
にある問題VCついて討論しあう場 として利用していただきたいと思いますO
問題提起 ,idea, 研究の途上で生 じた疑問なども気楽に投稿 して下 さいO
揚戟 されたものへのcorment,反論もお待ちしておりますO
(2)研究会報告 : 物 性研や基研などで行われる研究会の報告を ,できるだ
け詳細に掲載していきたいと思いますn研究会世話人の魅力をお願いいたし
ますoそのほか ,国際会議に出席 された方には ,その報告の投稿をお厳し､い
たしますo
(5,) 講義 ノー ト: 最初は桧原武生氏にお願いしました0 5回ほど連載され
る予定ですO第5号から福留秀雄氏の ｢分子生物学｣の講義 も掲載する予定
です｡
t4) ひろば :一 研究に関連 したいろいろな問題について.発言し ,討論 しあ
う場として ,この欄をもうけましたQ研究体蘭 の問題その他vcっいて投稿を
お待ち しております∩
(5) 海外だより: この欄で ,海外か らの新鮮な情報を供給したいと考えて
おりますC,外国へ行かれた方は ,是非編集部あてお便 りを下 さいE,また ,読
者のもとにとどいた通信のなかに掲載 してもか まわないものがあ りましたら,
編集部へお送 り下 さいますようお願いしますO
(6) ニュース : 全国に知 らせたいニュースがありま･したらお送 り下 さいO
また ,この欄に ｢人のうごき｣ として .研究者 の移動を掲載 してゆきますO
外国へ行かれる方 ,帰国された方 ,所属機関を変更 された方などがありまし
たら.編集部あてご一報下 さいE,
(7)プレプ リ案内 : 各研究室あてにとどい ているpreprintの Iistを
編集耗あてお送 り下 さい, 内容の簡単な紹介があればなお結構ですO
(8)掲示板 : 公募その他全 国に announceされたい一ことがありましたら ,
-116-
jJfノ､
編 集 後 記
この欄QC際稿をお送 り下 さいO ､
債極的な投稿をお願いしますOなお .原稿は原則として (1)～ (4)は毎月




碓井恒九 ･森 肇 ･長岡洋介
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